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魅
力
あ
る
観
光
地
の
創
造

●

芦
野
公
園
の
遊
歩
道
整
備

今
年
、
｜
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
、
吊
橋
を
渡
っ
て
川
倉
奏
の

河
原
ま
で
徒
歩
で
の
散
策
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●

妓
近
、
各
地
で
観
光
を
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
づ
く
り
に
懸
命
で
す
。

観
光
地
づ
く
り
と
い
っ
て
も
観
光
施
設
の
整
備

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
訪
れ
る
人
が
住
ん
で
み
た

い
と
思
う
よ
う
な
町
の
雰
囲
気
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ

く
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
が
る

去
る
十
月
二
十
一
日
、
観
光
ス
ラ
イ
ド
東
日
流

じ路
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ロ
ー
ド
」
の
映
写
会
が
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
に
よ
る
映

写
会
後
の
意
見
交
換
で
は
、
主
催
者
が
予
期
し
な

い
ほ
ど
、
時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
る
位
に
会
場
は

盛
り
上
り
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
町
に
は
有
形
、
無
形
の
他
に
誇
れ
る
観
光

財
産
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
活
か
し
て
な

い
、
何
か
特
徴
が
な
い
と
映
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
、
一
人
一
人
が
興
味
を
持
っ

て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
話
し
合
い
、
実
践

し
て
い
く
事
が
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な
ま

が
り
、
素
晴
し
い
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
薊
覇

い
で
し
よ
、
フ
か
。
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国民健康保険 
（干円） 

歳入 	  947 ,081 
512 '494 国庫支出金 

険 税 保 398 ,412 
30 ,915 療養給付費交付金ー 一 

そ の 他1 	5,260 

歳出 	  945.922 
保険給付金ー 一 682.928 
老人保健拠出金 	一 214,848 
総 務 費 	 40,194 
うち人件費一一 	23,456 
諸支出金一 	 233 
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歳出 	  601,827 
医療給付金 	  591,328 
医療費支給費 	 6,633 
審査支払手数料 	 I .221 
償 還 金 	 15 
繰 出 金 	 254 
前年度繰上充用金 	2,376 

に
u
.4
,
 

月
ー
 に
。
 

。
ノ」
 

582,688 
418,075 
107,476 

27,003 
29,874 

260 

歳入 

  

  

支払基金交付金 

国庫支出金 

県支出金 
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…Hmm町川川川余木だより ② 

『住みcI 町づくり』に 

③2億1,398万円を投入 
昭和61年度一般会計決算まとまる 

特 別 会 計 

水 道 事 業 
（干円） 

収益 	  I別.850 
営業収益 	 118,373 
うち給水収益1 106,427 

営業外収益 	 66,477 
うち他会計補助金 	59,295 

費用 	  182.083 
営業費用 	 107,723 
うち人件費 	 28,529 
うち減価償却費 	 36,386 

営業外費用 	  74.360 
うち支払利息 	 M.360 

	

経常利益    2.767 
当年度未処理欠損金 	 60,652 
供給単価 	 181.97円ノ耐 
給水原価 	287.関円ノmI 
総有収水量・・ 	 584,840叶 

老 人 保 健 
（干円） 

4
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『佳みよい町づくり』に

32億℃,SSB万円を投入
昭和61年度一般会計決算まとまる

(単位干円）

鱒蕊
申
Ｓ
宮

登
Ｐ
一
念

（
Ｓ
ｍ
訳
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（
訳
国

マ
ヘ
つ
・
つ

型
ｅ

蟻熱 鰯
ﾄ↓ﾉ雲巴

鐙 診

藩 蕊邊蝿
●

蕊
公債寶
391,231
(12.2％）

公債費
391,231

直三国 厄
3,228,750

(100%)

3,213,989

(100%)

碁簿
(100%

蟻
蕊

圧
。
宕
両
寺
」
足蕊

●

特別会計

老人保健国民健康保険水道事業
(千円）(千円） (千円）

947,081

512,494

398,412

30，915

5,260

収益………

営業収益

184,850

118,373

106,427

66，477

59,295

182,083

107,723

28,529

36,386

74,360

74,360

2,767

60,652

97円/m'

88円/m｡

歳入…………

国庫支出金

保険税

歳入………………．,･･…･･…・

支払墓金交付金

582,688

418,075

107,476

27,003

29,874

260

うち給水収益一 国庫妄卜H令
営業外収益

療養給付費交付金 県支出金…‐-‐－－

繰入金－－－…－
うち他会計補助金一一

その他
費用………

営業費用 諸収入

歳出･･……･……･･･・

保険給付金一

老人保健拠出金一

945,922

682,928

214,848

40,194

23,456

233

うち人件費

うち減価償却費 歳出……･……･………･･…・・

医療給付金－－－‐

601,827

591,328

6,633

1,221

15

254

2,376

営業外費用

うち支払利息 総務費

うち人件費

医療費支給費
経常利益

審査支払手数料

償還金一一

繰出金一一一一一一

当年度未処理欠損金…・

供給単価………･……11

給水原価……………・21

総有収水量．．……･･……

諸支出金 金一一
181.97円/m'

287.88円/m｡

-584,840m. 型
公債

その

費
他

金

前年度繰上充用金7
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町税の内訳 
不材取引脱 

d.114.2%) 

町税収入未済額39.097,121円 

総
務
・
消
防
費
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③ 金木だより川川III川川mm"" 

9 月 7 日招集された第121回金木町議会定例会で、昭和61年度一般会計歳入歳I 出決算と特別会計の決算が認定さ 

れましたので、今回は、決算の大網を紹介します。 

結果的に一般会計は歳入総額32億2,875万円、歳出総額は32億1,399万円となり lました。なお、出納閉鎖期直前辛

うじて財源確保、745万円の黒字を計上するに至りました。 

金木小学校管理費  	35 ,835 ,147 

川倉小学校管理費  	12 ,881 ,890 

嘉瀬小学校管理費  	16 ,580 ,443 

喜良市小学校管理費  	14 ,019 ,630 

金木中学校管理費  	18 ,053 ,937 

金木南中学校管理費  	12 ,510 ,606 

金木中学校建設費  	258 ,538 ,000 

社会福祉協議会助成金  	3,500 ,000 

重度心身障害者医療費  	9,281 ,102 

老人福祉事務組合負担金・・・・9,961 ,000 

児童手当扶助費  	18 ,180 ,000 
第1保育所費  	52 ,522 ,197 
第 2保育所費  	47 ,129 ,685 
第 3保育所費  	47 ,133 ,476 

第 4保育所費  	37 ,995 ,839 

規制墓石工事請負費 900 ,000 

各種検診委託料  	10 ,292 ,170 

西北五衛生処理組合負担金・・・45,865 ,000 

金木病院負担金・  	177 ,383 ,362 

老人保健会計繰出金  	29 ,874 ,085 

水道事業繰出金  	59 ,295 ,000 

金木中部幹線道路工事負担金・・5,000,000 

雲雀野地区土地改良総合整備・・2,500,000 

県営かんがい排水事業 	1,607,751 

災害農業経営維持資金利子補給・・・ 8,418,588 

牧場業務委託料・ 	7,699,000 

転作特定作物振興対策事業 6,223,666 

転作中核集団育成対策事業 4,300,000 

研修施設建設工事 

大豆乾燥調製施設 	15,630,000 

転作事業連絡会議補助金・・・・1.500.000 

農．構造改善事業費 	111,746,000 

農免農道整備促進費 	20,851,067 

広城農道整備促進費 	64,956,728 

道路台帳整備委託料  	10 ,000 ,000 

町道側溝補修費  	2,464 ,888 

除雪対策費  	21 ,777 ,864 

町道舗装新設工事  	39 ,953 ,000 

新喜良市線特改工事  	26 ,880 ,000 

住宅修繕費  	・4 ,874 ,046 

町営住宅新設工事  	41 ,990 ,000 

岩木川堤防除草委託料  	・1 ,475 ,000 

金木だより印刷費金木だより印刷費 1,974 ,000 

清掃委託費 清掃委託費  	5,316 ,000 

行政事務電算委託費  	5,591 ,400 

納税貯蓄組合報償金  	10,331 ,650 

津軽北部消防事務組合負担金・・”180,967 ,000 

消防補償等組合負担金 	3,432 ,652 

農業用施設災害復旧工事・…3,800 ,000 

道路災害復旧工事 	 127 ,173 ,000 

大堰川災害復旧工事・  	13 ,000 ,000 

商工会助成金 

県信用保証協会出資金  	19 ,000 ,000 

津軽三味線の碑建立助成金 2,000 ,000 

長期債償還元金 	 178 ,870 ,474 

長期債償還利子 	 211 ,767 ,049 

~ 

~ 

	6,223,666 

	4,300,000 

③金木だよりlllllllllllilll'''''''!,,

9月7日招集された第121回金木町議会定例会で､昭和61年度一般会計歳入歳出決算と特別会計の決算か認定さ

れましたので、今回は、決算の大綱を紹介します。

結果的に一般会計は歳入総額32億2,875万円､歳出総額は32億1,399万円となりました｡なお、出納閉鋏期直前辛

うじて財源確保、745万円の黒字を計上するに至りました。
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町税収入未済額39,097,121円

金木中部幹線道路工事負担金･･5,000,000

雲雀野地区土地改良総合整備･2,500,000

県営かんがい排水事業･……1,607,751

災害農業経営維持奇金利子葡給…8,418,588

牧場業務委託料……………･7,699,000

転作特定作物振興対癖I礫.．…6,223,666

転作中核集団育成対策21礫…･･4,300,000

研修施設建設工鵜…．．…･…13,431,000

大豆乾燥調製施設…………15,630,000

篭薫鴬震職1側::：
農免農道嫉備促進"………20,851,067

広城農道整備促進1M………64,956,728

金木小学校管理費…

川倉小学校管理費…

嘉瀬小学校管理費…

喜良市小学校管理賛

金木中学校管理費…

金木南中学校管理費

金木中学校建設費…

･･35,835,147

･･12,881,890

･･16，580,443

･･14,019,630

．．18,053,937

･･12,510,606

258,538,000

金木だより印刷曲．．…“

浦拙委託"……………・

行政'l蛎岻節委託fY…‘

納税貯留締M合撒償金…，

榊靴部ifi防"|端組合郎畭

消防袖仙等組合負扣金

･･1,974,000

･･5,316,000

･･5,591!4()0

･10,331,650

180,967,000

･･3，432，652
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社会福祉協議会助成金･”

重度心身障害者医療灘…

老人福祉事務組合負担金

児童手当扶助鷲･…･…･…

第1保育所背……"……・

第2保育所鷲…･…･…･…

第3保育所費……"･･…“

第4保育所費…･…･…･"・

規制墓石工事請負費……

各柿検診委託料･….．……

西北五衛生処理組合負担金・

金木病院負担金…･"……

老人保健会計繰出金……

水道事業操出金･･…･･･…．

･･3,500,000

･･9,281,102

･･9,961,000

･18,180､()00

･52,522,197

．47，129，685

．47,133,476

.37,995,839

･････900,000

･10,292,170

45,865,000

177,383,362

．29,874，085

．59，295,000
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腱業用施設災害襖||｣工11f

道路災害復Ⅱl工@l#…･…・・

大堰川災害復旧工蛎……

商工会助成金…･"……･“

ﾘill!棚保jilf協会川盗金･”

沸軽三味線の仰建立助成金・

長期仙仙還元金…｡．……・

長期偵悩還fllr････……･”

道路台|脹轆傭委託料…

町道側満補修鷲･……・・

除雪対策ff………･”…

町道舗装新設工蛎……

新専良市線特改工躯…

住宅修繕1Y…“………・

町営住宅新設工蕊…･･・

岩木川堤防除草委託料

･･3，80(),000

127,173,000

･13,000,000

･･3,000,000

･19,000,00()

"･2,000,000

178,870,474

211,767，049

･･10,000,000

…2，464，888

．．21,777,864

．．39,953,000

･･26,880,000

･･･4,874,046

･･41,990,0()0

…1，475．000
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昭和62年度

金木町朝野球選手権大会結果報告

唖

＝性質別経費の内訳＝
(単位：千円）
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１
２
８
７
１
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１

１
１
１

構区 分

1．人件賀

2．物件驚

3．維持修繕賀

4．扶肋的経灘

5．補肋的経賀

勾|_(1)－部事務組合負担金
沢｜(2)その匝
6．公俄饗

勾’（1）元利侭還金
沢’(2)一時借入金利子
7．祇立金

8．投黄、出盗、貸付金

9．繰出金

10．前年度繰上充用金

11.投黄的経背

jy(1)補助事業密
（2）単独事業賀

（3）県営事業賀

沢一(4)災害事業茜
歳出合計

決算額

907，256

221,884

47,431

70,613

599，937

242，689

357，248

391,119

390．637

482

1,166

19,670

30．384

■チームの部■

優勝男寿司クラブ

雌優勝CITY2

鋪三位金木野球クラブ

■個人の部■

○優秀選手尚土’'1支尚歳

白川覚

岩村弘男

山内紳也

角田光

其田匡弘

福士信一

木村滴

今嘘幸

津』約伸幸

○ホームラン衝泉谷厚一

○三塁打1nt中谷好雌

長尾文範

山中達也

○二塁打賞外崎久也

○岐多勝利投手尚嶋派隆弘

○ノーヒットノーラン尚川口哲

内
訳(男寿しクラブ）

(CITY2)

(金木野球クラブ）

(ダザイ）

(小田川土地改良区）

(川倉愛球クラブ）

(上町クラブ）

(原田でんき）

(金木町役場）

(サントピアホーム）

(川倉愛球クラブ）4本

(サントピアホーム）3本

(金木野球クラブ）3本

(原田でんき）3本

(サントピアホーム）6本

(男芽しクラブ）9勝

(金木野球クラブ）

内
訳

●

924，529

488，333

278,136

2，440

155，620

3｡213,989

録
一
睡
一
諏
一
皿
“
皿

内

訳

全
国
商
工
会
連
合
会
及
び
都

道
府
県
商
工
会
連
合
会
主
催
に

よ
る
「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
の

成
果
を
一
堂
に
集
め
た
「
第
一

回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し

展
」
が
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

か
ら
二
十
九
日
（
日
）
ま
で
の

三
日
間
、
東
京
池
袋
の
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
回
の
全
岡
む
ら
お
こ
し
展

11月29日

｢百羅司
東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で

「
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
披
露
〃
〉

「
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊
り
」

■チームの部■

優勝時田フェニックス

嫌優勝あきもとエンジェルス

節三位下山自動IIi

■個人の部■

○優秀選手1:t商怖洋-(iifI1Iフェニックス）

’|’川尚志（あきもとエンジェルス）

石｜呵裕海（下山自動車）

lfll1l補章（イーグルス）

角川修一（朝日クラブ）

佐膝学一（アポロ吉崎）

高松文夫（侭用クラブ）

大橘学（喜良市棒球隊）

工藤輝光（喋枝太|場クラブ）

今忠弘（レッヅ）

原田政彦（金木町役場B)

○ホームラン徹川I_1友彦（藤川フェニックス)4本

○三塁打1't川l1友彦（僻川フェニックス)3*

踵尾ハ暢（ルL備川クラブ）3本

○二塁打′j:iilt鵬柚（イーグルス)7本

○蚊多勝利投手'尚’'1川幸ノ,髄（蒔田フェニックス）61＃

｡

を
盛
り
上
げ
る
た
め
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、

十
一
月
二
十
九
冊
に
は
Ⅱ
本
を

代
表
す
る
郷
土
芸
能
と
し
て
、

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

に
選
ば
れ
た
「
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」

と
「
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊
り
」

が
、
ま
た
昭
和
六
十
一
年
度
青

森
県
民
謡
優
勝
者
の
白
川
章
一

さ
ん
（
川
倉
）
の
民
謡
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
む
ら
お
こ
し
展

は
全
川
へ
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

放
送
Ｈ
時
等
を
後
日
、
無
線
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12月4日
~10日人権週間

一



⑤金木だよりllllllllllllllll''!!!I'',

町
で
は
、
さ
る
十
川
三
十
Ⅱ
、

中
央
公
雌
館
に
お
い
て
、
昨
年

度
（
昭
和
六
十
一
年
Ⅲ
月
一
Ⅱ

か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
川
三
十

一
日
ま
で
）
の
加
入
仙
柵
で
、

脚
雌
健
康
保
険
征
を
年
Ⅲ
一
皮

も
使
わ
な
か
っ
た
七
卜
八
世
緋

（
医
者
に
か
か
ら
な
か
っ
た
肚

怖
）
に
、
感
謝
状
と
記
念
砧
を

聯
り
ま
し
た
。

受
倣
世
併
は
次
の
と
お
り
で

す
。▼

四
人
世
幣
Ｉ
中
谷
昭
四
郎
、

秋
元
助
役
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る
優
良
世
帯
者

抑
方
川
仁
▼
三
人
世
榊
Ｉ
山
本

幾
勇
、
踵
尼
ミ
ツ
、
秋
元
泰
、

伊
藤
為
弘
▼
一
人
及
び
二
人
仙

僻
１
Ｗ
上
良
戯
、
櫛
釧
多
淌
吉
、

柵
井
要
次
郎
、
佐
々
木
満
一
、

木
祁
幸
雄
、
洗
閏
の
ぶ
、
小
山

内
利
昭
、
角
川
カ
イ
、
角
川
蝋

勝
、
慨
士
リ
サ
、
佐
藤
栄
次
、

冊
隆
爪
雄
、
原
川
春
彦
、
沢
Ⅲ

季
川
郎
、
千
葉
兜
三
、
山
川
正

一
、
木
村
一
則
、
角
川
祥
子
、

木
下
修
、
加
藤
ミ
ツ
子
、
雅
貼

久
司
、
藤
井
ツ
ル
、
白
川
浩
論
、

潅
腸
礼
三
、

松
野
キ
ョ
イ

中
村
シ
ヅ
イ

津
脇
昌
子
、

旭
山
ミ
ツ
、

白
川
律
臣
、

撒
山
キ
セ
、

ヨ
Ⅱ
二
、
割

１
１
１
Ｉ

川
キ
セ
、
白

川
良
助
、
佐

藤
チ
ナ
、
長

尾
忠
信
、
石

戸
谷
連
太
郎

工
藤
隆
、
原

田
節
三
、
坂

田
輝
孝
、
澤 ●

こ
の
噸
「
金
木
町
の
保
険
税

が
今
年
も
向
く
な
っ
た
の
で
は
」

ゞ
と
の
問
い
介
わ
せ
が
蕊
く
参
り

ま
す
の
で
御
説
明
申
し
ｋ
げ
ま

す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

表
一
の
と
お
り
、
全
脚
一
徹
に

表1 改正状況 川
ユ
ミ
、
松
川
徳
次
郎
、
中
行

弘
、
土
岐
セ
ツ
、
秋
元
光
悦
、

泉
谷
栄
巾
、
三
ｔ
竹
雄
、
鍬
Ⅲ

係
布
エ
門
、
木
下
勝
術
、
鴫
抑

キ
ク
エ
、
叫
獅
一
成
、
蜥
脇
ミ

61年度|62年度

ヤ3帥1W)70.000円

「
町
の
保
険
税
が
今
年
も
高
く
な
っ
た

の
で
は
」
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
す

金
木
町
長
大
橘
忠
勝

最高限度額（上限） 370.000円 390,000円

（引上）

低所得者

四割軽減額世帯

均等割1人当り

ご
11.040 8,640

（引下）

14,400

（引下）

ョ
、
神
脇
セ
ツ
、
今
ヅ
ワ
、
水

下
み
よ
、
無
Ⅲ
た
ひ
、
櫛
州
米

允
、
古
川
岬
、
古
川
力
シ
、
古

川
金
作
、
今
岩
男
、
中
村
ふ
さ
、

今
求
一
、
乗
川
昭
一
、
大
橘
余

八
郎
、
雛
川
武
、
常
揃
修
、
・
佐

々
木
連
作
、
工
膝
雅
雄
、
商
怖

式
締
、
鴫
海
角
蔵
、
今
徳
臘
へ
－

ｈ
戸
此
古

岐
商
限
庇
緬
（
上
限
）
が
三
ト

ヒ
万
円
か
ら
三
卜
九
刀
円
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
は

低
所
得
荷
（
山
削
惟
減
加
世
柵

と
六
荊
帷
減
加
惟
柵
の
税
の
幟

減
細
が
大
き
く
な
り
、
い
ま
ま

で
の
川
制
梶
減
械
の
均
等
削
緬

平等割1世帯当り 18!720

六割軽減額世帯

均等制1人当'） 9.360 5､760

（；|下）

9.600

（ﾂ|下）

平等割1世帯当'） 16.080

●
表2昭和62年4月1日現在金木町及び

隣接市町国保税調 嘉瀬小で農作業の体験学習（
一
人
当
り
）
一
一
、
○
川
○

円
が
八
、
六
四
○
円
に
、
ま
た

平
等
制
和
二
肚
怖
当
り
）
一

八
、
七
二
○
円
が
一
山
、
川
○

○
川
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
く
な
り
、

ま
た
人
削
梶
減
械
仙
僻
も
、
均

等
削
緬
が
九
、
三
六
○
円
が
血
、

七
六
○
円
に
、
平
等
荊
緬
一
六
、

ゼマヨ

l蕊
鵬
β
F*

I

■
■
９

画
．
、
‐
一
密
画
唖
阜
函

〆

●
1も

I

心
I
F

○
八
○
円
が
九
、
六
○
○
円
に

な
り
、
一
Ｍ
で
云
え
ば
上
限
緬

三
卜
し
″
円
が
三
十
九
″
円
に

向
く
な
っ
た
一
〃
で
は
、
川
削

肚
怖
及
び
人
削
世
幣
が
逆
に
安

く
な
っ
た
と
Ａ
う
聯
で
す
。

現
在
金
木
町
の
保
険
税
は
表

２
の
よ
う
に
決
し
て
他
市
町
に

比
し
尚
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
九
川
三
卜
Ⅱ
現
在

「
金
木
町
川
雌
健
康
保
険
特
別

会
汁
」
は
一
億
一
千
九
、
川
卜

″
円
の
赤
字
を
抱
え
る
に
至
り
、

脚
保
財
政
は
窮
迫
し
て
お
り
、

破
錠
寸
前
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
縦
一

何
卒
深
く
御
理
解
下
さ
い
ま
し

て
、
医
療
憐
の
節
約
（
病
院
に

行
か
な
く
と
も
よ
い
よ
う
健
康

を
維
持
す
る
）
に
御
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

十
川
二
十
六
Ⅲ
、
嚇
湘
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
溌
抓
腱
協

断
年
部
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
ｕ
の
協
力

に
よ
り
、
稲
の
脱
殺
作
業
の
体

肱
学
課
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

稲
束
を
逆
ん
だ
り
、
作
業
瓜

蛾
を
写
生
し
た
り
で
児
粒
は
大

群
び
。
こ
の
稲
は
も
ち
米
で
、

粘
米
さ
れ
た
後
に
農
協
〃
年
部

か
ら
校
内
の
も
ち
つ
き
大
会
に

寄
岫
さ
れ
ま
す
。

●
８
０
０
０
‐
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
ｒ
１
に
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
１
．
、
ｖ
ｑ
〕

､

I|丁町名

金木町

中里町

Ⅳ所川原市

鶴田町

板柳町

町民1A当りの税額

44，8()0円

55,077円

49,904円

47,30()円

48，412円

一世帯当りの脱萠

149，15()円

2()1,471円

151．5171｣］

166,660円

163.8()6111



湖
鐘
『
 

、
ま
 

つ
 

い
受
公
か
 

に
む
）」
 

4に
4
 

町
に
防
犯
灯
（
五
基
）
を
寄
贈
 

ー
東
北
電
力
・
五所
川
原
営
業
所

廿
 

さ
る
十
月
ー
！
日
、
東
北
電

力
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業
所

の
藤
村
義
男
所
長
が
庁
舎
を
お

と
ず
れ
、
昭
和
六
十
二
年
秋
の

サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
一
環
と
し
て
、
 

町
（
防
犯
灯
五
基
を
寄
贈
し
ま

ゴ
 
した
。
 

外
崎
さ
ん
に
 

勲

六
等
瑞
宝

章
 

ク第
十
三
回
町
民
文
化
祭
と
＃

第
七
回
町
産
業
ま
つ
り
が
、
さ

る
十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で

の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
か
れ
、
延
べ
約
三
千
人
の

町
民
で
賑
い
ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
保
育
所
 

、
 

や
児
童
館
、
幼

稚
園
児
ら
に
よ

る
遊
戯
な
ど
の

学
芸
発
表
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
 

カ
ラ
オ
ケ
音
楽

祭
、
子
供
マ
ン

ガ
映
画
の
上
映

な
ど
も
催
さ
れ

連
日
賑
い
を
み

せ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
農
業

者
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
習
宇
、
図
画
、
工
作
を
は

じ
め
農
産
物
の
展
示
や
リ
ン
ゴ

品
種
当
て
競
技
な
ど
が
催
さ
れ

親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
書
道
廿
金
賞
 

中
川
悦
子
（
金
小
一）
今
泉
（
嘉
 

小

外
崎
剛
生

（
金
小
一）
 

秋
元
理
香
子
（
（
金
小
二）
白
川

香
奈
子

（川
小
二
）
原
田
千
夏

子
（
嘉小
二
）
田
村
真
樹
子
（
喜
 

小

秋
元
久
美
子
（
金
小三
）
 

浅
利
寿
美
子
（
川
小
三
）
吉
村

裕
子
（
喜小
三
）
杉
山
圭
子
（
金
 

小

津
川
友
紀
（
（
金
小
四）
 

大
橋
力
也
（
喜
小
四
）
・
一戸
郁

哉

（
金
小
五）
白
川
豊
仁
（
川
 

小

外
崎
時
子

（
喜小
五
）
 

加
藤
千
里

（
金
小
六）
泉
谷
有
 
 香

（川
小
六
）
中
村
美
子
（
喜

小
六
）
吉
崎
由
美
子
（
南中

一
）
 

小
野
真
由
美

（
南
中二
）
徳
田

明
美

（
金
中三
）
 

▼
図
画
廿
金
賞
 

新
岡
正
悟
（
金
小
一
）
山
田
大

成

（
金
小
一）
工
藤
謙
吾

（
喜

小
一
）
泉
谷
圭
省

（川
小
ニ
）
 

米
塚
貴
博

（
嘉小
二
）
藤
元
葵
 

（
喜小
二
）
鈴
木
章
博

（
喜小

三
）
今
純
子

（
喜小
三
）
阿
部

美
智
子
（
喜
小
三
）
新
岡
朋
恵
 

（
金
小
四）
成
田
美
由
紀

（川
 

小

大
橋
力
也
（
喜
小
四
）
 

米
谷
敬
子
（
金
小
五
）
泉
谷
昌

克
（川
小
五
）
伊
丸
岡
里
美
（
喜
 

小

豊
川
貴
弘

（
金
小
六）
 

其
田
光
平

（川
小
六
）
加
藤
宏

美

（
喜小
六
）
野
上
大
志

（
金

中
一
）
日
置
富
美
子
（
金
中二
）
 

須
崎
准
子

（
南中
三
）
 

▼
エ
作
廿
金
賞
 

秋
元
理
香
子

（川
小
一
）
角
田

さ
や
か

（
金
小
二
）尾
野
さ
や

香

（
金
小
三）
原
田
一
八

（
嘉
 

小

成
田
雅
彦
（
金
小
五
）
 

松
川
雅
子
（
嘉
小
六
）
秋
元
百

合
子
（
金
中
一）
鳴
海
幸
雄
（
南

中
一
一）
 

▼
将
棋
大
会
 

小
学
校
の
部
廿
一
位
鳴
海
順
一
 

（
嘉小
五
）
二
位
今
博
仁
（
嘉
 

小

三
位
渋
谷
和
樹

（
金
小
 
 四

）
五
十
嵐
雄
一
 （
金小
五
）
 

中
学
校
の
部
廿
一
位
斎
藤
大
啓
 

（
金
中
一
）
二
位
伊
藤
高
文
（
南

中
三
）
三
位
三
上
雅
秀
（
金
中

三
）
小
笠
原
一
仁
（
金
中
二
）
 

一
般
の
部
 

一
位
伊
藤
徳
治
 
二
位
木
村
治

利
 
三
位
桜
庭
日
出
男
、
竹
内

信
夫
 

▼
囲
碁
大
会
 

A
ク
ラ
ス
廿
一
位
藤
元
由
光

二
位
菊
地
清
隆
 
三
位
松
谷
直

毅
、
浜
田
君
春
 
B
ク
ラ
ス
廿

一
位
河
田
茂
男
 
二
位
山
中
弘

行
 
三
位
奥
野
秀
樹
、
沢
田
孝

▼
カ
ラ
オ
ケ
大
会
 

一
位
中
村
園
家
 
二
位
今
ひ
で

三
位
高
松
久
治
 

▼
奴
デ
ィ
ス
コ
コ
、
どT
ス
ト
 

ー
位
今
か
つ
子
 
二
位
今
玲
子

三
位
今
栄
子
 

こ
の
た
び
の
高
齢
者
叙
勲
で
、
 

外
崎
惣
五
郎
さ
ん
に
勲
六
等
瑞

宝
章
が
贈
ぢ
れ
ま
し
た
。
外
崎

さ
ん
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
四

十
三
年
ま
で
連
続
三
期
金
木
町

議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

"mmmlml田田金木だより ⑥ 

町民で賑う 

・
 
,
 

て
表
彰
 

「
年
記
念
 

合
会
創
立
二
十

周
年
記
念
式
典

の
席
上
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同

会
が
長
年
に
わ

た
り
地
域
ぐ
る

金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
 
み
で
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
と

会

（
西
村万
吉
会
長
）
が
、
こ
 
少
年
教
育
の
振
興
に
尽
し
た
功

の
た
び
、
県
子
ど
も
会
育
成
連
 
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

,,,!!!I!'llll.llllllllllll金木だより⑥

〃
第
十
三
回
町
民
文
化
祭
と
〃

第
七
Ｍ
町
産
業
ま
つ
り
が
、
さ

る
十
一
月
二
日
か
ら
四
Ⅱ
ま
で

の
三
日
川
、
中
央
公
民
館
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
か
れ
、
延
べ
約
三
千
人
の

町
民
で
賑
い
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
保
育
所

琴巻
町民で賑う

溌蹴
,ジハ､で依琴、
'てへ～、、，－，ハノ

‐
１
１
グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
習
字
、
図
画
、
工
作
を
は

じ
め
股
産
物
の
腱
示
や
リ
ン
ゴ

品
柿
当
て
競
技
な
ど
が
催
さ
れ

親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

入
歯
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
書
道
Ｉ
金
賞

中
川
悦
子
（
金
小
二
今
泉
（
斑

小
ご
外
崎
剛
生
（
金
小
二

秋
元
理
秀
子
（
（
金
小
二
）
白
川

香
奈
子
（
川
小
三
脈
川
千
夏

子
（
斑
小
二
）
川
村
真
樹
子
（
撫

小
二
）
秋
元
久
美
子
（
金
小
三
）

浅
利
寿
美
子
（
川
小
三
）
吉
村

裕
子
（
齊
小
三
）
杉
山
圭
子
（
金

小
山
）
津
川
友
紀
（
（
金
小
四
）

大
怖
力
也
（
再
小
川
）
’
一
戸
郁

哉
（
金
小
五
）
白
川
挫
仁
（
川

小
五
）
外
崎
時
子
（
碑
小
五
）

加
藤
千
処
（
金
小
六
）
泉
谷
有

や
児
童
館
、
幼

稚
園
児
ら
に
よ

る
遊
戯
な
ど
の

学
芸
発
表
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、

カ
ラ
オ
ケ
音
楽

祭
、
子
供
マ
ン

ガ
映
画
の
上
映

な
ど
も
催
さ
れ

連
日
賑
い
を
み

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
艇
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン●

香
（
川
小
六
）
中
村
美
子
（
喜

小
六
）
吉
崎
由
美
子
（
南
中
二

小
野
真
由
美
（
南
中
三
徳
田

明
美
（
金
中
三
）

▼
図
画
Ｉ
金
賞

新
岡
正
悟
（
金
小
二
山
田
大

成
（
金
小
二
工
藤
謙
吾
（
喜

小
二
泉
谷
圭
省
（
川
小
二
）

米
塚
蛍
博
（
嘉
小
三
藤
元
葵

（
喜
小
三
鈴
木
章
博
（
喜
小

三
）
今
純
子
（
喜
小
三
）
阿
部

美
智
子
（
喜
小
三
）
新
岡
朋
恵

（
金
小
四
）
成
田
美
由
紀
（
川

小
四
）
大
橘
力
也
（
卉
小
四
）

米
谷
敬
子
（
金
小
五
）
泉
谷
出

克
（
川
小
五
）
伊
丸
岡
皿
美
（
海

小
五
）
盤
川
世
弘
（
金
小
六
）

其
川
光
平
（
川
小
六
）
加
藤
宏

美
（
辮
小
六
）
野
上
大
志
（
金

中
二
日
惟
揃
美
子
（
金
中
二
）

須
崎
准
子
（
南
中
三
）

▼
工
作
Ｉ
金
賞

秋
元
理
香
子
（
川
小
二
角
川

さ
や
か
（
金
小
二
）
雌
野
さ
や

香
（
金
小
三
）
腺
川
一
八
（
斑

小
四
）
成
川
雅
彦
（
金
小
五
）

松
川
雅
子
（
班
小
六
）
秋
元
両

合
子
（
金
巾
二
鳴
海
幸
雄
（
南

中
二
）

▼
将
棋
大
会

小
学
校
の
部
’
一
位
鳴
海
順
一

（
斑
小
五
）
二
位
今
博
仁
（
溌

小
五
）
三
位
渋
谷
和
樹
（
金
小

四
）
五
十
嵐
雄
一
（
金
小
五
）

中
学
校
の
部
’
一
位
斎
藤
大
啓

（
金
中
二
二
位
伊
藤
高
文
（
南

中
三
）
三
位
三
上
雅
秀
（
金
中

三
）
小
笠
原
一
仁
（
金
中
二
）

｜
般
の
部

一
位
伊
藤
徳
治
二
位
木
村
治

利
三
位
桜
庭
日
出
男
、
竹
内

信
夫
▼
囲
碁
大
会

Ａ
ク
ラ
ス
Ｉ
一
位
藤
元
由
光

二
位
菊
地
浦
隆
三
位
松
谷
血

毅
、
浜
川
糾
春
Ｂ
ク
ラ
ス
Ｉ

一
位
汕
旧
茂
男
二
位
山
中
弘

行
三
位
奥
野
秀
樹
、
沢
川
孝

▼
カ
ラ
オ
ケ
大
会

一
位
中
村
剛
家
二
位
今
ひ
で

三
位
商
松
久
治

▼
奴
デ
ィ
ス
コ
コ
ン
テ
ス
ト

一
位
今
か
つ
子
二
位
今
玲
子

三
位
今
栄
子

二～

①

隣
“
例 ’

一

金
本
町
子
ど
も
会
育
成
迎
合

会
（
閥
村
″
舟
会
膣
）
が
、
こ

の
た
び
、
鼎
ｆ
ど
も
会
行
成
述

、

L

麹
■

、▼

L

『展1
町
に
防
犯
灯
（
五
基
）
を
寄
贈

Ｉ
東
北
電
力
・
五
所
川
原
営
業
所
Ｉ

町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
を
表
彰

県
子
ど
も
会
育
成
連
創
立
加
周
年
記
念

ーー

lIi 外
崎
さ
ん
に

勲
六
等
瑞
宝
章

P

l伽V

ア
一

こ
ぬ
た
び
の
高
齢
者
叙
勲
で
、

外
崎
惣
江
郎
さ
ん
に
勲
六
等
瑞

宝
章
が
耐
ら
れ
ま
し
た
。
外
崎

さ
ん
は
昭
椰
三
十
一
年
か
ら
四

十
三
年
ま
で
連
続
三
期
金
木
町

議
会
縦
風
と
し
て
祇
跳
さ
れ
た

功
紙
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

さ
る
十
川
十
二
Ｈ
、
東
北
遜

力
株
式
会
社
五
所
川
原
憐
業
所

の
藤
村
義
珊
所
及
が
庁
舎
を
お

と
ず
れ
、
昭
和
六
十
二
年
秋
の

サ
ー
ビ
ス
旬
側
の
一
環
と
し
て
、

町
へ
防
犯
灯
五
基
を
寄
岫
し
ま

し
た
。

み
て
子
ど
も
会
摘
動
の
充
実
と

少
年
教
行
の
振
興
に
尽
し
た
功

紙
が
縄
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

合
会
創
立
二
１

周
年
記
念
式
典

の
席
上
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
吋

会
が
睦
年
に
わ

た
り
地
域
ぐ
る



済
嚇
（
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ージ
没
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延べ8り口ロロ人の 

▼
水
稲
育
苗
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
廿
工
藤
正
見
、
優
秀

賞
廿
三
潟
成
太
郎
、
エ
藤
繁
勝

優
良
賞
廿
泉
谷
国
博
、
古
川
幸

治
、
加
賀
谷
勝
雄
、
吉
田
進
、
 

新
岡
喜
代
一
、
川
口
隆
 

▼
農
林
産
物
品
評
会
 

金
賞
廿
斎
藤
保
美
子

（
キ
ャベ

ツ
・
小
豆
）
原
田
英
次

（
り
ん

ご
）
岡
田
さ
な
（
白
菜
）
 

▼
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
の
部

最
優
秀
賞
廿
角
田
昭
太
郎
 
優

秀
賞
廿
中
谷
洋
一
、
中
谷
繁

優
良
賞
廿
松
川
清
一
、
成
田
峻

造
、
吉
崎
清
蔵
 

青
森
県
知
事
賞
廿
工
藤
正
見
、
 
 原

田
英
次
、
角
田
昭
太
郎
 
金

木
町
長
賞
廿
工
藤
正
見
、
泉
谷

国
博
、
古
川
幸
治
、
加
賀
谷
勝

雄
、
吉
田
進
、
新
岡
喜
代
一
、
 

川
口
隆
、
斎
藤
保
美
子
、
岡
田

さ
な
、
角
田
昭
太
郎
 
青
森
県

農
協
中
央
会
長
賞
廿
工
藤
正
見

中
谷
洋
一
、
中
谷
繁
 
青
森
県

経
済
農
協
連
合
会
長
賞
廿
工
藤

正
見
、
三
潟
成
太
郎
、
工
藤
繁

勝
、
松
川
清
一
、
成
田
俊
造
、
 

吉
崎
清
蔵
 
金
木
地
区
農
業
改

良
普
及
事
業
協
議
会
長
賞
廿
一
一
一

潟
成
太
郎
、
工
藤
繁
勝
、
泉
谷

宣
正
、
泉
谷
加
千
子
 

永
年
の
功
労
に
感
謝
 

商
工
会
で
8
0人
を
表
彰
 

金
木
町
商
工
会
（
今
誠

康
会
長
）
で
は
、
十
一
月

三
日
、
町
内
の
商
工
業
発

展
に
寄
与
し
た
八
十
名
の

従
業
員
に
感
謝
状
を
贈
り
、
 

永
年
に
わ
た
る
功
労
を
讃

え
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

▼
勤
続
三
十
五
年
甘
今
佐

一
郎
（
今
与
建
設）
加
藤

定
一
 （
同）
外
崎
広

（
又

一
製
材
）
▼
同
三
十
年廿

 
 成

田
ユ
キ

（尾
野
病
院
）
伊
南

せ
つ

（
入
／そ
ば
や
）
▼
同
一
一

十
五
年
廿
今
勝
広
（
今
与建
設
）
 

成
田
幸
子
（
新
岡
商
店
）
吉
村

ノ
ブ

（
又
一製
材
）
高
橋
勝
治
 

（
同）
▼
同
二
十
年
廿
秋
元
ち

え

（
白兼
ス
ト
ア
）
白
川
愛
子
 

（
又
一製
材
）
▼
同
十
五
年
廿

伊
藤
愛
子
（
尾
野
病
院
）
白
川

ョ
シ
エ
（
同
）
成
田
悦
子
（
同
）
 

「
蒲
カ
ナ
（
同）
工
藤
初
美

（
木

村
製
材
所
）
木
村
茂
子
（
津
島

医
院
）
土
岐
忠
義
（
藤
本石
油
）
 
 木

村
治

（
金
木自
動
車
学
校
）
 

板
谷
一
枝

（
松山
呉
服
店
）
山

形
れ
き
子
（
松
野
美
容
院
）
▼

同
十
年
廿
黒
滝
俊
秋
（
斜
陽館
）
 

白
川
ュ
キ
エ

（須
藤
呉
服
店
）
 

藤
元
生
（
尾
野
病
院
）
小
松
久
 

（
渋谷
歯
科
）
小
野
栄
子

（
今

与
建
設
）
中
村
よ
ね
（
ス
ー
パ
 

ー
な
り
た
）
原
田
セ
ツ
子
（
同）
 

浜
田
秀
美

（
藤本
石
油
）
小
野

正
（
金
木
自
動
車
学
校
）
櫛
引

豊

（角
皿
商
店
）
田
中
一
雄
（
金

木
町
商
工
会
）
▼
同
五
年
廿
櫛

引
真
理
子
（
尾
野
病
院
）
山
田

サ
ダ

（
同）
木
村
育
世
（
津
島

医
院
）
大
橋
久
雄

（
栄
建
設）
 

中
谷
栄
子

（
ス
ー
パー
な
り
た
）
 
 佐

藤
サ
ダ

（
同）
土
岐
紀
久
（
藤

本
石
油
）
白
川
早
苗

（
金
木
自

動
車
学
校
）
沢
田
梅
（
同
）
油

谷
キ
ミ
エ

（
白
兼ス
ト
ア
）
櫛

引
照
明
（
津
軽
信
用
金
庫
金
木

支
店
）
其
田
た
き
子
（
白
百
合

美
容
室
）
前
田
純
子
（
同
）
白

川
昭
次

（
又
一
製
材
）
古川
角

雄
（
金
木
町
商
工
会
）
泉
谷
繁

子

（
岡
田縫
製
）
田
中
ゆ
う
子
 

（
同）
加
賀
谷
正
代

（
同）
岡

田
と
も
子
（
同
）
ム
歳
子
（
同）
 

西
村
レ
イ
（
同
）
加
藤
カ
ッ
 

（
同
）
古川
ミ
子
（
同
）
小
松

節
子
（
同
）
井
沼
し
づ

（
青
銀

金
木
支
店
）
秋
谷
礼
子
（
同）
 

▼
同
三
年
廿
鎌
田
由
美
子
（
尾
 
 野

病
院
）
米
谷
栄
子

（
同
）山

田
艶
子
（
同
）
士昇

テ
チ
（
同）
 

吉
崎
橿
子
（
同
）
今
由
紀
子
（
長

内
呉
服
店
）
白
川
朋
生
（
角
平

商
店
）
米
塚
礼
子

（
白
兼
ス
ト

ア
）
藤
本
良
子

（
外
崎
菓子
店
）
 

小
野
優
子
（
セ
イ
セ
イ
薬
局
）
 

葛
西
観
穂
子
（
ル
コ
美
容
室
）
 

山
中
レ
ン

（
い
しお
か
）
津
島

華
子

（
田
中良
治
登
記
測
量
事

務
所
）
山
本
佳
子
（
北
川
本
店
）
 

伊
藤
千
沓
子
（
岡
田
縫
製
）
伊

藤
り
つ
子
（
同）
大
橋
ト
ミ
（
同）
 

大
橋
美
津
子
（
同
）
宮
崎
弘
子
 

（
同）
今
か
つ
子

（
同）
芹
川

光
子

（
斜
陽館
）
芦
田
た
け
子
 

（
福
山
商店
）
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軍配
永
年
の
功
労
に
感
謝

商
工
会
で
別
人
を
表
彰

ｌ
Ｌ
ｊ
Ｊ
■
己

’
一
ノ
Ｊ

０
ノ
〆
０
１
，
．
１

峰
へ
炉
や
知
〈
．

／
令
１
〆
、
、蜜
▲
１
▽
一馬

鍔
、
！
〃
ざ
‐
タ
グ
、

。
〃
、
ノ
ー
一
一

句
Ｐ
ハ
ヘ
ヘ

ー
マ
ー
ハ
、
、

延べB,OOO人の

金
木
町
商
工
会
（
今
誠

康
会
長
）
で
は
、
十
一
月

三
日
、
町
内
の
商
工
業
発

展
に
寄
与
し
た
八
十
名
の

従
業
員
に
感
謝
状
を
贈
り
、

永
年
に
わ
た
る
功
労
を
讃

え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
勤
続
三
十
五
年
Ｉ
今
佐

一
郎
（
今
与
建
設
）
加
藤

定
一
（
同
）
外
崎
広
（
又

一
製
材
）
▼
同
三
十
年
Ｉ ●

成
田
ユ
キ
（
尾
野
病
院
）
伊
南

せ
つ
（
入
〆
そ
ば
や
）
▼
Ｍ
二

十
五
年
Ｉ
今
勝
広
（
今
与
建
設
）

成
田
幸
子
（
新
岡
商
店
）
吉
村

ノ
ブ
（
又
一
製
材
）
高
橋
勝
治

（
同
）
▼
同
二
十
年
Ｉ
秋
元
ち

え
（
白
兼
ス
ト
Ｚ
白
川
愛
子

（
又
一
製
材
）
▼
同
十
五
年
Ｉ

伊
藤
愛
子
（
尾
野
病
院
）
白
川

ヨ
シ
エ
（
同
）
成
田
悦
子
（
回

三
浦
カ
ナ
（
同
）
工
藤
初
美
（
木

村
製
材
所
）
木
村
茂
子
（
津
島

医
院
）
土
岐
忠
義
（
藤
本
石
油
）

▼
水
稲
育
苗
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
Ｉ
工
藤
正
兄
、
優
秀

尚
’
三
潟
成
太
郎
、
工
藤
繁
勝

優
良
賞
Ｉ
泉
谷
国
博
、
古
川
幸

治
、
加
役
谷
勝
雄
、
吉
川
進
、

新
岡
喜
代
一
、
川
口
隆

▼
農
林
産
物
品
評
会

金
批
Ｉ
斎
藤
保
美
子
（
キ
ャ
ベ

ツ
・
小
豆
）
原
田
英
次
（
り
ん

ご
）
岡
川
さ
な
（
白
菜
）

▼
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
の
部

簸
優
秀
徴
Ｉ
角
田
昭
太
郎
優

秀
賞
Ｉ
中
谷
洋
一
、
中
谷
繁

優
良
賞
Ｉ
松
川
清
一
、
成
田
峻

造
、
吉
崎
満
蔵

青
森
県
知
事
賞
Ｉ
工
藤
正
兇
、

木
村
治
（
金
木
自
動
車
学
校
）

板
谷
一
枝
（
松
山
呉
服
店
）
山

形
れ
き
子
（
松
野
美
容
院
）
▼

脚
十
年
Ｉ
黒
滝
俊
秋
（
斜
陽
館
）

白
川
ユ
キ
ヱ
（
須
藤
呉
服
店
）

藤
元
生
（
尾
野
病
院
）
小
松
久

（
渋
谷
歯
科
）
小
野
栄
子
（
今

与
建
設
）
中
村
よ
れ
（
ス
ー
パ

ー
な
り
た
）
原
田
セ
ツ
子
（
同
）

浜
田
秀
美
（
藤
本
石
油
）
小
野

正
（
金
木
自
動
車
学
校
）
櫛
引

理
（
角
平
商
店
）
田
中
一
雄
（
金

木
町
商
工
会
）
▼
同
五
年
Ｉ
櫛

引
真
理
子
（
尾
野
病
院
）
山
田

サ
ダ
（
同
）
木
村
青
世
（
津
島

医
院
）
大
橋
久
雄
（
栄
建
設
）

中
谷
栄
子
（
ス
ー
パ
ー
な
り
た
）

原
田
英
次
、
角
川
昭
太
郎
金

木
町
長
賞
Ｉ
工
藤
正
児
、
泉
谷

国
博
、
古
川
幸
治
、
加
茂
谷
勝

雄
、
吉
川
進
、
新
岡
喜
代
一
、

川
口
隆
、
斎
藤
保
美
子
、
岡
川

さ
な
、
角
旧
昭
太
郎
青
森
県

農
協
中
央
会
長
賞
Ｉ
工
藤
正
兄

中
谷
洋
一
、
中
谷
繁
青
森
県

経
済
農
協
連
合
会
長
賞
Ｉ
工
藤

正
兄
、
三
潟
成
太
郎
、
工
藤
繁

勝
、
松
川
清
一
、
成
田
俊
造
、

吉
崎
清
蔵
金
木
地
区
農
業
改

良
普
及
事
業
協
議
会
長
賞
’
三

潟
成
太
郎
、
工
藤
繁
勝
、
泉
谷

宣
正
、
泉
谷
加
千
子

●
佐
藤
サ
ダ
同
）
土
岐
紀
久
（
藤

本
石
油
）
白
川
早
苗
（
金
木
自

勤
卓
学
校
）
沢
川
梅
（
Ｍ
）
油

谷
キ
ミ
ヱ
（
白
兼
ス
ト
ア
）
櫛

引
照
明
（
津
軽
価
用
金
庫
金
木

支
店
）
其
田
た
き
子
（
ｎ
百
合

美
容
室
）
前
川
純
子
（
Ｍ
）
白

川
昭
次
（
又
一
製
材
）
古
川
角

雄
（
金
木
町
商
工
会
）
泉
谷
繁

子
（
岡
田
縫
製
）
川
中
ゆ
う
子

同
）
加
賀
谷
旺
代
（
例
）
岡

田
と
も
子
（
同
）
今
成
子
（
同
）

西
村
レ
イ
（
同
）
加
藤
カ
ツ

同
）
古
川
ミ
子
（
同
）
小
松

節
子
（
同
）
井
沼
し
づ
（
青
銀

金
木
支
店
）
秋
谷
礼
子
（
同
）

▼
同
三
年
Ｉ
鎌
田
由
美
子
（
尾

Ｐ
Ｕ
ｒ 説■

⑧
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B、」嗜一
野
病
院
）
米
谷
栄
子
（
Ｍ
）
山

川
純
子
（
Ｍ
）
占
村
テ
チ
同
）

吉
崎
栂
子
同
）
今
由
紀
子
（
長

内
呉
服
店
）
、
川
朋
生
（
角
平

商
麻
）
米
塚
礼
ｆ
（
向
派
ス
ト

ア
）
藤
本
良
ｆ
（
外
崎
菓
子
店
）

小
野
優
子
（
セ
イ
セ
イ
薬
励
）

箇
附
槻
徳
子
（
ル
コ
美
容
室
）

山
中
レ
ン
（
い
し
お
か
）
津
肪

蕪
子
（
旧
中
良
治
登
記
測
杜
蛎

務
所
）
山
本
佳
子
（
北
川
本
店
）

伊
藤
千
沓
子
（
岡
田
縫
製
）
伊

藤
り
つ
子
（
同
）
大
橋
ト
ミ
（
同
）

大
橘
美
津
子
（
同
）
宮
崎
弘
子

（
岡
）
今
か
つ
子
（
同
）
芹
川

光
子
（
斜
陽
館
）
芦
田
た
け
子

（
福
山
商
店
）

b

■
▲1』
」

ｰ

PIF| 声

抄‘
令

『h

◆

●

一
Ｍ



思いやりの心を育てよう 
0隣人におもいをかける福祉の灯 

〇みんなで築こう豊かな老後 

〇健やかな子供をはぐくもう愛のひと声 

工
高
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化
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と
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北
津
軽
郡
社
会
福
祉
大
会
 

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
木
村
章

一
北
郡
町
村
会
長
ら
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
金
木
小
学
校
児

童
と
お
年
寄
り
と
が
一
緒
に
演

じ
た
劇
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
 

「高
齢
化
社
会
と
社
協
活
動
」
 

を
テ
ー
マ
と
し
、
在
宅
福
祉
サ
 

ー
ビ
ス
の
映
画
が
上
映
さ
れ
、
 

映
画
の
中
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

た
問
題
点
を
中
心
に
熱
の
こ
も
 

第
四
十
回
北
津
軽
郡
社
会
福

祉
大
会
が
＋
月
九
日
、
北
郡
町

村
の
関
係
者
約
三
百
人
が
参
加

し
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
花
田
一
北
郡
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
あ
と
、
地
域
社
会
に
著
し

い
功
績
の
あ
っ
た
一
団
体
ニ
十

四
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

続
い
て
北
村
県
知
事
の
メ
ッ
 

器il論 

共同募金運動 
実 施 中 

っ
た
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
受
賞
者

（
金
木
町分
）
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

沢
田
繁
一
、
米
谷
甚
九
郎
、
 

白
川
慎
一
、
白
川
哲
子
、
小
山

内
嘉

一
郎
、
扇
松
会

（
白川
章

一
会
長
）
 

金
木
町
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
に

よ
る
町
社
会
福
祉

大
会
が
さ
る
十
月

二
十
四
日
、
お
年

寄
り
や
福
祉
関
係

者
ら
約
五
百
人
が

集
り
、
金
小
体
育

館
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

大
会
は
、
花
田

一
大
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
長
寿

者
と
功
労
者
の
方

々
に
表
彰
状
と
感
 

謝
状

（
九団
体
三
十
三
名
）
が

贈
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
あ
と
の

児
童
の
お
年
寄
り
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
朗
読
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
芸
能
発
表
な
ど
に
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 
 

▼
青
森
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰

津
島
俊
雄
、
伊
藤
文
雄
、
原
田

清
治
、
中
谷
豊
年
、
今
重
雄
、
 

▼
特
別
顕
彰
（
九
十
五
歳
以
上

の
長
寿
者
）
 

浅
木
似
知
、
工
藤
り
そ
、
黒
滝

善
之
助
、
古
川
と
め
 

▼
特
別
表
彰
（
大
口
寄
付
者
）
 
 小

山
内
嘉

一
郎
、
葛
西
雪
丸
、
 

▼
社
会
福
祉
功
労
者
 

沢
田
繁
市
、
秋
谷
勇
助
、
石
戸

谷
欣
一
、
川
瀬
恵
久
子
、
外
崎

セ
ツ
、
泉
谷
久
治
、
川
倉
小
学

校
青
少
年
赤
十
字
奉
仕
団
 

▼
八
十
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦

太
田
助
七

・
み
（
、
中
西
千
次

郎
・
ヤ
ェ
、
夏
坂
仁
八

・
ち
な
、
 

伊
藤
久
雄
・
キ
サ
、
沢
田
茂
太

郎
・
ソ
ノ
、
泉
谷
豊
次
郎
・
ョ

シ
ヲ
、
エ
藤
源
三
郎
・
ト
セ
、
 

山
中
利
助
・
シ
デ
、
原
田
九
仁

四
郎
・
シ
ナ
、
今
由
太
郎
・
カ
子

▼
米
寿

（
八
十
八歳
）
長
寿
者

長
内
ナ
チ
、
秋
元
ハ
ル
、
小
笠

原
ア
ネ
、
白
川
由
太
郎
、
田
中

栄
太
郎
、
白
川
豊
太
郎
、
白
川

栄
吉
、
白
川
か
し
、
今
コ
ョ
、
 

芦
田
と
め
、
其
田
栄
作
、
新
谷

カ
ヤ
、
其
田
サ
ナ
、
三
潟
さ
く

ら
、
外
崎
惣
五
郎
、
秋
元
ソ
テ
、
 

野
宮
さ
よ
、
山
中
利
助
、
伊
藤

タ
ミ
、
沢
田
ソ
ノ
、
平
山
タ
キ
、
 

岡
田
竹
松
、
白
川
志
て
、
桑
田

豊
吉
、
今
ハ
ツ
、
古
川
佐
一
郎
 

'
 

 

町

社
会

福

祉
大

会
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思いやりの心を育てよう
●隣人におもいをかける福祉の灯

●みんなで築こう豊かな老後

●健やかな子供をはぐくもう愛のひと声

第
四
十
回
北
津
軽
郡
社
会
福

祉
大
会
が
十
月
九
日
、
北
郡
町

村
の
関
係
者
約
三
百
人
が
参
加

し
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
花
田
一
北
郡
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
あ
と
、
地
域
社
会
に
著
し

い
功
紙
の
あ
っ
た
一
団
体
二
十

四
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
北
村
県
知
小
の
メ
ッ

北
津
軽
郡
社
会
福
祉
大
会

●
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
木
村
章

一
北
郡
町
村
会
長
ら
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
金
木
小
学
校
児

童
と
お
年
寄
り
と
が
一
緒
に
演

じ
た
劇
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、

「
商
齢
化
社
会
と
社
協
活
動
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
映
画
が
上
映
さ
れ
、

映
画
の
中
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

た
問
迦
点
を
中
心
に
熱
の
こ
も

謝
状
（
九
Ｍ
体
三
十
三
名
）
が

贈
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
あ
と
の

児
敢
の
お
年
寄
り
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
朗
沈
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
芸
能
発
表
な
ど
に
嘘
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
黄
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
木
町
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
に

よ
る
町
社
会
福
祉

大
会
が
さ
る
十
月

二
十
四
日
、
お
年

寄
り
や
橘
祉
関
係

者
ら
約
五
百
人
が

集
り
、
金
小
体
育

館
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
花
田

一
大
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
銃
き
長
寿

者
と
功
労
者
の
方

々
に
表
彰
状
と
感

っ
た
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
者
（
金
木
町
分
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

沢
田
繁
一
、
米
谷
甚
九
郎
、

白
川
慎
一
、
白
川
哲
子
、
小
山

内
嘉
一
郎
、
扇
松
会
（
白
川
章

一
会
長
）町
社
今
云

わ

福
祉
大

肋ちあう幸せつ
L赤い脈共同識

▼
背
森
県
社
会
禰
祉
大
会
表
彰

津
品
俊
雄
、
伊
帳
文
雄
、
脈
川

淌
治
、
中
谷
蝿
年
、
今
亜
雄
、

▼
特
別
鼬
彰
（
九
十
九
歳
以
上

の
災
が
背
）

浅
木
似
知
、
工
藤
り
そ
、
蝶
滝

沸
之
助
、
古
川
と
め

▼
特
別
表
彰
（
人
川
寄
付
者
）

今
云

小
山
内
蕊
一
郎
、
曹
西
雪
丸
、

▼
社
会
描
祉
功
労
者

沢
川
繁
市
、
秋
谷
勇
助
、
布
戸

谷
欣
一
、
川
瀬
忠
久
子
、
外
崎

セ
ツ
、
泉
谷
久
治
、
川
倉
小
学

校
青
少
年
赤
十
字
奉
仕
州

▼
八
十
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
蠅

太
川
助
七
．
み
へ
、
中
西
千
次

郎
・
ヤ
エ
、
夏
坂
仁
八
・
ち
な
、

伊
藤
久
雄
・
キ
サ
、
沢
川
茂
太

郎
・
ソ
ノ
、
泉
谷
盤
次
郎
・
ヨ

シ
ヲ
、
工
藤
源
三
郎
・
ト
セ
、

山
中
利
助
・
シ
デ
、
原
川
九
仁

四
郎
・
シ
ナ
、
今
由
太
郎
・
力
子

▼
米
寿
（
八
十
八
歳
）
歴
寿
者

長
内
ナ
チ
、
秋
元
ハ
ル
、
小
笠

原
ア
ネ
、
、
川
山
太
郎
，
川
中

栄
太
郎
、
白
川
魁
太
郎
、
内
川

栄
吉
、
白
川
か
し
、
今
コ
ョ
、

芦
川
と
め
、
其
川
栄
作
、
新
将

カ
ヤ
、
其
田
サ
ナ
、
三
潟
さ
く

ら
．
外
崎
惣
五
郎
、
秋
元
ソ
テ
、

野
桝
さ
よ
、
山
中
利
助
、
伊
藤

タ
ミ
、
沢
川
ソ
ノ
、
平
山
タ
キ
、

岡
川
竹
松
、
白
川
志
て
、
桑
川

鰕
吉
、
今
ハ
ツ
、
古
川
性
一
郎

／
／

共同募金運動
実施中

【



氷の上が滑りやすいのは、皆さんもよ＜ご存じだと思

います。ですから好んで凍った道路を走ろうとする人は

いないでしよう。 しかし、運転中には好むと好まざると

にかかわらず、凍った道路を走らなければならないとき

があります。そんなときは、スリップによる事故を起こ

さないために、次のような点に注意して＜ださい。 

ンプレーキに頼った運転はできるだけしない 

Dギア変換のできるパイクは低速ギアで最徐行をすること 

N急発進、急加速、急ハンドルは厳禁です 

Nプレーキを使用するときは、タイヤがロツク状態にな

らないようにする 

日かげの多い道路の側端や橋の上などは凍りやす＜、 

また溶けに＜い場所なので、特に注意レて走って＜だ

さい0 

0低速ギア亡最徐行を 

凍
っ
た
道
路
を
走
る
と
き
 

家族冒園し合扇目交通安曾・バイク編 

昭
和
二
十
三
年
四
月
に
、
教

師
と
し
て
の
辞
令
を
い
た
だ
い

て
か
ら
、
間
も
な
く
四
十
年
に

及
ぶ
教
職
生
活
を
終
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
 

今
、
こ
の
四
＋
年
間
の
歩
み

を
じ
つ
く
り
回
顧
し
て
み
る
時

に
、
私
の
よ
う
に
戦
時
中
の
教

育
を
受
け
た
者
に
は
、
戦
後
の

教
育
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
改

訂
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
『
戸
惑

う
ば
か
り
で
、
教
師
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
果
し
て

心
魂
を
傾
中
し
た
教
育
を
し
た

だ
ろ
う
か
と
悔
ま
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。
 

さ
て
、
私
は
生
粋
の
弘
前
生

れ
で
、
陸
軍
中
尉
の
父
に
厳
し

く
膜
ら
れ
、
戦
時
中
、
中
学
校

四
年
生
の
時
に
、
陸
軍
特
別
幹

部
候
補
生
第
一
期
操
従
生
と
し

て
、
特
攻
隊
員
を
志
願
、
入
隊

し
、
あ
と
ニ
ケ
月
位
で
出
撃
と

い
う
時
に
終
戦
と
な
り
、
窓
ガ

ラ
ス
が
こ
わ
れ
、
板
を
釘
打
ち

し
て
補
修
し
た
列
車
に
乗
り
、
 

軍
服
姿
で
夜
こ
っ
そ
り
自
宅
に

帰
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
私
の
人

生
の
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
後
ち
ょ
っ
と

し
た
機
会
か
ら
教
育
界
に
入
る
 
 こ

と
と
な
り
、当
学
区
の
子
ど
も

た
ち
を
「
創
造
性
の
豊
か
な
生

徒
」
に
す
る
た
め
に
日
夜
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
現

在
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
常

に
考
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

そ
れ
は
、
今
日
の
「
学
校
批

判
」
の
大
部
分
は
、
視
点
を
ほ

ん
の
少
し
転
じ
れ
ば
「
教
師
批

判
そ
の
も
の
で
あ
る
。
大
多
数

の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
親
で
あ

り
、
わ
が
子
を
教
師
に
託
し
て

い
る
た
め
、
学
校
教
育
批
判
の

形
で
も
の
を
申
し
て
い
る
。
日

本
的
な
手
法
の
ー
つ
と
し
て
、
 

直
接
に
教
師
に
も
の
を
申
す
こ

と
を
し
な
い
。
さ
ら
に
消
極
的

な
人
々
は
「
塾
（
の
期
待
」
と

い
う
形
で

〈
教
師離
れ
〉
を
す

る
こ
と
も
あ
る
。
 

親
た
ち
は
確
か
に
受
験
過
熱

に
追
わ
れ
、
 一
方
で
は
家庭
の

役
割
を
見
失
っ
た
ま
ま
で
学
校
 

（
の
要
求
の
み
を
増
大
し
て
い

る
。「不
満
民
族
」
と
よ
ば
れ
る

社
会
傾
向
が
責
任
転
嫁
の
形
で

教
師
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
子
ど
も
も
ま
た
親
と
同
じ

程
度
に
学
校
生
活
（
の
不
満
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
 
 な

り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
・つ
な
批
判
の
過
中
に

あ
っ
て
、
教
師
自
身
が
み
ず
か

ら
を
含
め
た
仲
間
た
ち
の
仕
事

と
、
そ
の
生
き
方
に
背
定
感
を

持
つ
こ
と
も
ま
た
少
な
い
。
そ

れ
は
も
は
や
「
聖
職
者
か
、
労

働
者
か
」
と
い
う
観
念
的
な
次

元
の
問
題
で
は
な
く
、
み
ず
か

ら
が
「
子
ど
も
た
ち
に
ど
れ
だ

け
役
立
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

根
本
的
な
問
題
に
さ
か
の
ぽ
っ

て
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
段

階
に
至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
支
 

し
か
し
、
教
育
重
視
の
方
向

は
，
百
年
を
経
て
よ
う
や
く
ー
 

つ
の
路
線
を
見
い
だ
す
と
こ
ろ

ま
で
き
た
と
い
え
ま
し
よ
う
。
 

武
士
の
権
力
を
知
識
の
威
圧
に

変
え
た
時
代
は
去
り
、ガ
羽
織
袴

で
銭
な
い
も
の
は
、
学
校
教
員

か
家
相
見
か
4
と
皮
肉
ら
れ
た

時
代
も
過
ぎ
ま
し
た
。
「着
実
、
 

ま
じ
め
、
親
切
」
で
あ
る
が
、
 

「内
向
的
、
卑
屈
、
偽
善
的
、世

間
知
ら
ず
」
と
評
さ
れ
た
教
師

の
時
代
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
こ
そ
教
師

に
寄
せ
ら
れ
る
教
育
批
判
を
、
 

教
師
自
身
の
力
で
打
開
せ
ね
ば

な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し
た
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

⑨ 金木だより川川HH川mII 

教育随想⑥ 

金木南中学校長宮 本 昭 夫 

⑨金木だよりlllll1llllllll1'''I!0'''

昭
和
二
十
三
年
四
月
に
、
教

師
と
し
て
の
辞
令
を
い
た
だ
い

て
か
ら
、
間
も
な
く
四
十
年
に

及
ぶ
教
職
生
活
を
終
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
四
十
年
間
の
歩
み

を
じ
っ
く
り
回
顧
し
て
み
る
時

に
、
私
の
よ
う
に
戦
時
中
の
教

育
を
受
け
た
者
に
は
、
戦
後
の

教
育
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
改

訂
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
．
戸
惑

う
ば
か
り
で
、
教
師
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
果
し
て

心
魂
を
傾
中
し
た
教
育
を
し
た

だ
ろ
う
か
と
悔
ま
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。

教 育随想⑥

金木南中学校長宮本昭夫

さ
て
、
私
は
生
粋
の
弘
前
生

れ
で
、
陸
軍
中
尉
の
父
に
厳
し

く
朕
ら
れ
、
戦
時
中
、
中
学
校

四
年
生
の
時
に
、
陸
軍
特
別
幹

部
候
補
生
第
一
期
操
従
生
と
し

て
、
特
攻
隊
員
を
志
願
、
入
隊

し
、
あ
と
二
ヶ
月
位
で
出
撃
と

い
う
時
に
終
戦
と
な
り
、
窓
ガ

ラ
ス
が
こ
わ
れ
、
板
を
釘
打
ち

し
て
補
修
し
た
列
車
に
乗
り
、

軍
服
姿
で
夜
こ
っ
そ
り
自
宅
に

帰
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
私
の
人

生
の
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
ち
ょ
っ
と

し
た
機
会
か
ら
教
育
界
に
入
る i■ ●

こ
と
と
な
り
、
当
学
区
の
子
ど
も

た
ち
を
「
創
造
性
の
豊
か
な
生

徒
」
に
す
る
た
め
に
日
夜
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
現

在
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
術

に
考
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。そ
れ
は
、
今
日
の
「
学
校
批

判
」
の
大
部
分
は
、
視
点
を
ほ

ん
の
少
し
転
じ
れ
ば
「
教
師
批

判
そ
の
も
の
で
あ
る
。
大
多
数

の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
親
で
あ

り
、
わ
が
子
を
教
師
に
託
し
て

い
る
た
め
、
学
校
教
育
批
判
の

形
で
も
の
を
申
し
て
い
る
。
日

本
的
な
手
法
の
一
つ
と
し
て
、

直
接
に
教
師
に
も
の
を
申
す
こ

と
を
し
な
い
。
さ
ら
に
消
極
的

な
人
々
は
「
塾
へ
の
期
待
」
と

い
う
形
で
〈
教
師
離
れ
〉
を
す

る
こ
と
も
あ
る
。

親
た
ち
は
確
か
に
受
験
過
熱

に
追
わ
れ
、
｜
方
で
は
家
庭
の

役
割
を
見
失
っ
た
ま
ま
で
学
校

へ
の
要
求
の
み
を
増
大
し
て
い

る
。
「
不
満
民
族
」
と
よ
ば
れ
る

社
会
傾
向
が
責
任
転
嫁
の
形
で

教
師
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
子
ど
も
も
ま
た
親
と
同
じ

程
度
に
学
校
生
活
へ
の
不
満
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
批
判
の
過
中
に

あ
っ
て
、
教
師
自
身
が
み
ず
か

ら
を
含
め
た
仲
間
た
ち
の
仕
郡

と
、
そ
の
生
き
方
に
背
定
感
を

持
つ
こ
と
も
ま
た
少
な
い
。
そ

れ
は
も
は
や
「
聖
職
者
か
、
労

働
者
か
」
と
い
う
観
念
的
な
次

元
の
問
題
で
は
な
く
、
み
ず
か

ら
が
「
子
ど
も
た
ち
に
ど
れ
だ

け
役
立
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

根
本
的
な
間
魍
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
段

階
に
至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
丈

し
か
し
、
教
育
亜
視
の
方
向

は
、
百
年
を
経
て
よ
う
や
く
一

つ
の
路
線
を
見
い
だ
す
と
こ
ろ

ま
で
き
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

武
士
の
権
力
を
知
識
の
威
圧
に

変
え
た
時
代
は
去
り
、
〃
羽
織
袴

で
銭
な
い
も
の
は
、
学
校
教
員

か
家
相
兄
か
〃
と
皮
肉
ら
れ
た

時
代
も
過
ぎ
ま
し
た
。
「
着
実
、

ま
じ
め
、
親
切
」
で
あ
る
が
、

「
内
向
的
、
卑
屈
、
偽
善
的
、
世

Ⅲ
知
ら
ず
」
と
評
さ
れ
た
教
師

の
時
代
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
こ
そ
教
師

に
寄
せ
ら
れ
る
教
育
批
判
を
、

教
師
自
身
の
力
で
打
開
せ
ね
ば

な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し
た
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●

難雛雷電息圏團鮠安全･パｲｸ綱

､驚獄蹴鶚驫鰹夛欝諦臺
麗縣詩亨産里壜賠票蕊|無篭諒菫た
があります｡そんなときは､スリップによる事故を起こ道

路さないために、次のような点に注意してください。

鑿雪罵讓瀧潔寺…屋ゞ 菫
しプﾚー ｷを使用するときは､ﾀｲﾔがﾛｯｸ状態になる

菫篭識辮繼鷺襄哩≦
さい。



金木病院内科 相 馬 純 平 

免疫について 

金木病院力ルテ⑩ 

/  

世帯数 3.918与― 3 

10月31日現在 前年同月比 

男 6,659人 - 	80 

女 7,206人 - 	91 

計 13,865人 一 171 

N、 

はじめまして 
昌代ちゃん 

9月29日生まれ 

‘一 体重 3.230グラム 

『 	嘉 瀬 

野呂幸市さんの長女 

人

口
と
世
帯
 

戸
籍
 

の
窓
 

十
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

野
呂
 
昌
代
 

洋
子

智
尋
 

角
田
 
淑
乃
 

悠
 

舞 恵
 

一
宏

健
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真
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麻
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樹
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江
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治
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お
＜
や
み
 

櫛
引
 
柾
衛
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）
嘉
 

瀬

神
 
豊
三
郎
（
7
9才
）金
 
木

原
田
 
勘
作
（
8
3才
）
中
柏
 
木
 

近
藤
 
平
内
（
8
3才
）
川

三
橋
 
つ
な
（
6
3才
）
川

夏
坂
 
仁
八
（
8
1才
）
金

原
 
直
次
郎
（
8
8才
）
金

今
 
豊
八

（
7
4才
）
喜
良

山
中
 
兼
光
（6
7才
）
嘉

宮
越
 

ハ
ル
（
8
3才
）
川
 

専 原五 
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倉 瀬市木木倉 倉 

「
あ
い
さ

つ
運

動

」
廿
金
木
町
教
育
委
員
会
廿
 

〇
朝
お
き
た
ら
家

族
で
 

ク
お
は
よ
う
4
 

〇
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 

ク
お
は
よ
う
4
 

o

学
校
で
、
職
場
で
 

ク
お
は
よ
う
4
 

＋
月
十
二
日
、
 マ
サ
チ
ュ

ー
 

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
教
授
利
根
川

進
氏
が
、
日
本
人
と
し
て
初
め

て
ノ
ー
ベ
ル
医
学

・
生
理
学
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

．そ
の
研
究

内
容
は
免
疫
学
に
関
す
る
も
の

で
病
原
体
な
ど
の
抗
原
か
ら
、
 

そ
れ
を
や
っ
つ
け
る
抗
体
が
・
で

き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
子
生
物

学
の
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
し
た
。
 

免
疫
と
い
う
の
は
、
そ
の
字

の
と
お
り
「
疫
」
か
ら
、
「免
」
 

れ
る
生
体
の
防
御
機
構
を
い
い

ま
す
。
免
疫
機
構
に
働
く
も
の

と
し
て
は
、
主
に
抗
体
を
作
る

働
き
を
す
る
B
リ
ン
パ
球
、
病

原
体
を
そ
の
体
内
に
取
り
込
み

殺
し
て
し
ま
う
マ
ク
ロ
フ
ア

ー
 

ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
主
と
し
 
 て

B
リ
ン
パ
球
に
よ
る
抗
体
産

生
に
よ
り
生
体
の
防
御
は
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

自
然
界
に
は
数
億
も
の
抗
原

が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る

抗
体
が
産
生
さ
れ
ま
す
。
で
は

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
少
し
説
明
し
ま
す
。
 

B
リ
ン
パ
球
は
骨
髄
の
中
で

作
ら
れ
血
液
の
中
で
成
熟
し
て

い
き
ま
す
が
、
病
原
体
が
体
内

に
侵
入
し
B
リ
ン
パ
球
の
表
面

に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
る
と
、
B
リ

ン
パ
球
は
さ
ら
に
成
熟
し
、
プ

ラ
ズ
マ
細
胞
と
な
り
、
そ
の
病

原
体
に
対
応
す
る
抗
体
を
大
量

に
生
産
し
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る

わ
け
で
す
。
 

B
リ
ン
パ
球
の
寿
命
は

一
週

間
程
度
で
す
が
、
あ
る
も
の
は
 

●
 記

憶
細
胞
と
な
っ
て
、
血
液
中

に
数
年
以
上
と
ど
ま
り
、
病
原

体
の
再
度
の
侵
入
に
備
え
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
生
体
内
に
入
る

と
、
そ
れ
に
対
す
る
抗
体
が
作

ら
れ
て
、
カ
ゼ
が
治
る
訳
で
す
。
 

抗
体
が
体
の
中
に
で
き
て
自
然

治
癒
す
る
ま
で
の
間
の
様
々
な

カ
ゼ
の
症
状
を
楽
に
し
て
患
者

さ
ん
の
治
癒
力
を
高
め
る
の
が

私
た
ち
の
役
目
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
薬
を
処
方
し
て
い
ま
す
。
 

カ
ゼ
は
薬
で
治
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
基
本
は
患
者
さ
ん

の
免
疫
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
規
則
正
し
い
 

、生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
、
適
度
な
運
動
を
心
が
け
て

下
さ
い
。
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十
月
十
二
日
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ッ
エ
科
大
学
教
授
利
根
川

進
氏
が
、
日
本
人
と
し
て
初
め

て
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
・
そ
の
研
究

内
容
は
免
疫
学
に
関
す
る
も
の

で
病
原
体
な
ど
の
抗
原
か
ら
、

そ
れ
を
や
っ
つ
け
る
抗
体
が
●
で

き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
子
生
物

学
の
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
し
た
。

免
疫
と
い
う
の
は
、
そ
の
字

の
と
お
り
「
疫
」
か
ら
、
「
免
」

れ
る
生
体
の
防
御
機
椛
を
い
い

ま
す
。
免
疫
機
榊
に
働
く
も
の

と
し
て
は
．
主
に
抗
体
を
作
る

働
き
を
す
る
Ｂ
リ
ン
パ
球
、
病

原
体
を
そ
の
体
内
に
取
り
込
み

殺
し
て
し
ま
う
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
主
と
し

金木病院ｶﾙﾃ⑳

免疫について

金木病院内科相馬純平

て
Ｂ
リ
ン
パ
球
に
よ
る
抗
体
産

生
に
よ
り
生
体
の
防
御
は
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
然
界
に
は
数
億
も
の
抗
原

が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る

抗
体
が
産
生
さ
れ
ま
す
。
で
は

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
少
し
説
明
し
ま
す
。

Ｂ
リ
ン
パ
球
は
廿
髄
の
中
で

作
ら
れ
血
液
の
中
で
成
熟
し
て

い
き
ま
す
が
、
病
原
体
が
体
内

に
侵
入
し
Ｂ
リ
ン
パ
球
の
表
面

に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
る
と
、
Ｂ
リ

ン
パ
球
は
さ
ら
に
成
熟
し
、
プ

ラ
ズ
マ
細
胞
と
な
り
、
そ
の
病

原
体
に
対
応
す
る
抗
体
を
大
赦

に
生
産
し
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る

わ
け
で
す
。

Ｂ
リ
ン
パ
球
の
寿
命
は
一
週

間
程
度
で
す
が
、
あ
る
も
の
は

l
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●
記
憶
細
胞
と
な
っ
て
、
血
液
中

に
数
年
以
上
と
ど
ま
り
、
病
脱

体
の
再
度
の
侵
入
に
備
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
生
体
内
に
入
る

と
、
そ
れ
に
対
す
る
抗
体
が
作

ら
れ
て
、
カ
ゼ
が
治
る
訳
で
す
。

抗
体
が
体
の
中
に
で
き
て
自
然

治
癒
す
る
ま
で
の
州
の
様
々
な

カ
ゼ
の
症
状
を
楽
に
し
て
忠
者

さ
ん
の
治
癒
力
を
商
め
る
の
が

私
た
ち
の
役
目
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
薬
を
処
方
し
て
い
ま
す
。

カ
ゼ
は
薬
で
治
る
飛
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
基
本
は
忠
者
さ
ん

の
免
疫
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
規
則
正
し
い

亀
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

那
、
適
度
な
連
動
を
心
が
け
て

下
さ
い
。
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三

〆

野
呂
曲
川
白
川
角
川
店
牛
加
藤
吉
崎
三
上
内
海
秋
元
川
越

／

10月31日現在

男6,659人

女7,206人

計13,865人

世州数3,918定

性亭

戸
籍の
窓
十
月
届
出

人
口
と
世

お
め
で
と
う

上上月
帥
別
、
３

同
１

年
一
一
一
一

Ｐ
。
“
０
０

凸
Ｉ
Ｉ
Ｊ

八
閥
Ｍ
Ⅲ

川
代
（
幸
市
）
燕
瀬

洋
子
（
油
文
）
沢
部

智
尋
（
稔
）
金
木

淑
乃
（
旺
樹
）
金
木

悠
（
忍
）
金
木

無
（
贋
治
）
志
良
市

恵
（
ふ
じ
子
）
金
木

一
宏
（
一
次
）
神
原

健
太
（
沽
三
）
金
木

真
也
（
沽
光
）
盛
瀬

麻
伊
（
幸
雄
）
神
原

帯●

逢
坂
和
志
（
由
庇
）
金
木

長
尾
多
江
子
（
好
晃
）
金
木

お
し
あ
わ
せ
に

（
鵬
饗
墹
皿
諦

（
鮒
征
騨
蝿
溌

（
燃
諦
識
緋
漏

（
脚
照
謹
嘩
濡

（
孵
堤
一
幟
一
一
燕

（
艀
鋤
神
一
職

（
柵
馳
纈
耐
溺

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
Ｉ
金
木
町
教
育
委
員
会
Ｉ

ｏ
朝
お
き
た
ら
家
族
で
…
・
…
．
．
…
〃
お
は
よ
う
〃

○
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
…
…
…
〃
お
は
よ
う
〃

○
学
校
で
、
職
場
で
．
．
…
…
．
．
…
．
．
〃
お
は
よ
う
″

I
はじめまして櫛

引
柾
術
（
記
才
）
嘉
瀬

神
既
三
郎
（
門
才
）
金
木

脇
田
勘
作
（
鯛
才
）
中
柏
木

近
藤
平
内
（
鎚
才
）
川
倉

三
橘
つ
な
（
“
才
）
川
倉

夏
坂
仁
八
（
別
才
）
金
木

原
虹
次
郎
（
胡
才
）
金
木

今
盤
八
（
別
才
）
喜
良
市

川
中
兼
光
（
師
才
）
嘉
瀬

汽
越
ハ
ル
（
鍋
才
）
川
倉

（
鰄
章
鶚
勉
年
諦

（
鰔
悦
割
榮
雄
羅

（
州
雌
育
榊
一
芳
博
治
一
州
辨

お
く
や
み

昌代ちゃん

9月291-1生まれ

体j113,230グラム

嘉瀬

野呂幸市さんの長女

１
１
１
；
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